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戦後の急激な経済成長と都市化によって、大都

市圏を中心に土地利用は混乱し無秩序な街並みが

形成された。従来の受け身の土地利用・都市計画

制度はこのような状況に対し無力であることが分

かり、都市成長を管理・調整する必要性が問われ

出した。ただ、それには様々な利害がからみあう

ため、住民や店舗、企業、団体等からなるコミュ

ニティーとの徹底的な対話と合意形成が必要であ

る。ドイツの厳格な都市計画制度では、適切な計

画策定の前提として、この過程が明確に織り込ま

れている。

このような認識から、1992年に都市ビジョン

の明確化、計画的土地有効利用、バランスある都

市形成、魅力ある都市環境形成等を目標とする都

市計画法の改正が行われ、同時に目標達成のため

に、市町村に対し住民の意見を反映したマスター

プランの策定が義務付けられた。コミュニティー

からみれば、その意思を反映できる重要な機会が、

初めて法的に担保されたわけである。

近々、地方分権の趣旨を踏まえて都市計画法の

改正が行われる。都道府県も市町村のプランを極

力反映した独自のマスタープラン策定を義務付け

られる。このため市町村のプランは一層重要な都

市計画の基盤として位置付けられることになる。

平成10年1月末の建設省調査によると、2,025

のマスタープラン策定対象市町村のうち、286が

策定を終え、845は策定中である。プラン策定が

義務付けられてから数年以上が経過したが、策定

中を含めた合計は1,131件、56%程度である。た

だし、都市化が相対的に進んだ市部ではそのニー

ズを背景に75%に達している。プラン策定には多

くの時間と人的資源の配分が必要であり、小規模

な町村にとっては決して容易な課題ではない。こ

の点を念頭に置くと、この進捗状況はむしろ評価

されるべきかもしれない。

図１　市町村マスタープラン策定状況
策定済 策定中 未着手 合　計

全  国 286 845 894 2,025
うち市 112 411 171 694
うち町村 174 434 723 1,331

(資料) http://www.moc.go.jp/city/plan/shimasu/

市町村マスタープランは実際にはどのようにし

て策定されているのだろうか。ちょうど、筆者が

市民として参加した東京都武蔵野市のプランづく

りの概況(注1)が、昨年11月に市報・インターネッ

ト等で中間報告として公開されたので、若干の余

談を含めてご紹介したい。

計画案においてめざすべき2020年の都市像は

「環境共生・生活文化創造都市むさしの」である。

網羅的な都市像ではあるが、東京という既成市街
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地の西端に位置し今後も都市化の波にさらされる

武蔵野市らしい環境共生への決意が前面に打ち出

されている。

めざすべき都市像・生活像を策定する過程では、

生々しい具体的な課題も真剣に議論された。単純

な合意が導かれることはないにしろ、市とコミュ

ニティーによる理想実現のための避けては通れな

い重要課題として、外郭環状道路の市域通過や南

北都市計画道路等の問題、元国有地の活用問題、

団地再生事業などがマスタープランの一部に明確

に記された。これは、両者のコンセンサスづくり

の第一歩であり、大きな成果である。

「実現に向けての考え方」には公民による役割

分担、啓発、ルール策定、情報公開、環境負荷へ

の配慮、財政の効率化など、今後の取り組みへの

ガイドラインが掲げられた。これらの制度化は、

今後まちづくりの軸となるコミュニティー活動育

成のために重要である。これは市民を含むまちづ

くり関係者間のいわば基本協約である。

このプラン策定に当たり、市は計画担当以外の

部署から若手職員を議論に参加させた。職員らは

本音で率直な意見を述べた。市民に加え、企業や

活動団体のリーダー、建築士・弁護士などの専門

家も自らの時間を割いて積極的に議論に参加した。

市の職員を含め、関係者の負担は確かに大変な

ものであった。しかし、プラン策定を通じ、個々

の利害がコミュニティーレベルから広い社会の合

意形成へと昇華され得る、本来あるべきまちづく

りのプロセスが脈々と動き出している。これが武

蔵野事例を体験した私の実感であり、今後のまち

づくりへの大きな期待でもある。

-------------------------------------------------------
(注1)　策定委員長は慶応義塾大学の日端康雄教授。中間報

告なので、最終報告までに多少の修正はありうる。

図２　2020年の武蔵野市－武蔵野市都市マスタープラン策定委員会中間報告より

（資料）武蔵野市広報および http://www.city.musasino.tokyo.jp/japanese/m_plan/
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